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明けましておめでとうございますo ！日年中は、多方面にわたりご指導、ご支援を賜りまして試に有り

難うございました。職員一同厚く御手し中し上げます。

昨年は、来日本大震災の傷跡もまだ悲えず、隣国との外交関係の悪化より貿易が低調となり、日本経

；斉がー唇冷えたみました。 しかし、一方て＼ム中イ中弥教授が、 iPS細胞の発見によりノーベル生理学・医

学賞を受賞され、あらためて日本の粋学技術のすばらしさを世界に発信しました。技術立回日本の今後

の方向性を示していただいたように思います。今年が手えが固にとりまして牽晴らしい年になることを希

笠しているところです。

当院では、昨年4月に私が池井前院長を継永し、新執行部の協力を得て無事年を越すことができまし

た。この問、 9月には“365日24時間、断らない救急医惑の実践”にたいして、救急医薬功労者厚生労働

大臣表彰を受けました。 また、 5年ぶりに電子カルテシステムの史新を10月22日に行い、併せてタト未の患

者呼び出し番号掲示板並びに自動支払械の設置を行うなど患者サービスの向上に勤めました。

本年は、年末に受容する予定の病院機能評価に向けて職員一九となって取り組みますO 病院機能評価

を受審することにより、当院の基本理念であります“良貨で安全な医寒”をー居確実なものにしていき

たいと忠います。 また、見在の教育研修株及び！日研修センター（売店、 レストラン）を撤去し新外来株

の設計に着手します。新外来株には、教育研修宿泊花設、研修セミナ一室のほか、外来部門を大幅に拡

充し、 レストラン・売店の大型化、喫茶室の入店、災害のための備蓄倉庫、自家発電機の設置などを考

えておりますO

本年が、先生方にとりまして実り多い l年となりますことをご祈念中し上げますとともに、本年もよ

ろしくご指導、ご文設を賜りますようお願い中し上げます。

2013年元旦
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「開業医の心強い味方J

牧野けんじ皮ふ科医院

理事長牧野健司

南千反畑町に牧野けんじ皮ふ科医院を開設して早

二十余年が過ぎましたが、平成十六年に現在の中央

区北千反畑町に移転致しました。

開業当初より、国立病院機構熊本医療センター

（当時は国立熊本病院でした）の先生方にはお世話

になるばかりで、何のご＼恩返しもできぬまま年を重

ねております。

特に皮膚科に関しては、長らく皮膚科医長をお勤

平成24年度第2回目の国立病院機構熊本医療センター

開放型運営協議会が平成24年12月10日に当センタ ー会

議室で開催されました。協議会には委員として熊本市

医師会より医師会長の福島敬祐先生、副会長の加来

裕先生、担当理事の田中英一先生、家村昭日朗先生に

ご出席いただき、 当院より河野院長、野村副院長、高

橋副院長、片淵統括診療部長が出席いたしました。福

島委員長により議事進行が行われ、事務局より開放型

病院利用状況、平成24年度第 1回開放型病院連絡会

（平成24年9月4日）の開催状況、「くまびょうニュ ー

ス」の発行状況について報告が行われました。続いて

平成24年度第 2回（通算35回）開放型病院連絡会の開

催について協議が行われ、平成25年2月16日（土曜）

午後6時30分より当センタ－2階地域医療研修センター

で開催することが決定いたしました。連絡会総会では、
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めになり、現在は開業しておられます前川嘉洋先生

には本当にお世話になりました。その後、皮膚科医

長の先生方はお代りになりましたが、現在は、愚息

が皮膚科に勤務させて頂いており、親子共々、国立

病院機構熊本医療センタ ーへのご縁に感謝致してお

ります。

さらには私の専門の皮膚科以外にも、多数の科の

先生方にいつもお世話になっております。

つい先日も、連休前の土曜日に、麻疹様の皮疹が

ほぼ全身にあり、ウイルス性の発疹症あるいは中毒

疹の疑いのある患者さんを電話でご相談致しました。

お忙しい中にもかかわらず 「救急外来Jで快く引き

受けていただき、大変ありがたく思いました。

連休の前などに限って外来でのフォローに心配の

ある患者さんがお見えになることがあり、どう対処

すべきか悩むことがあります。このような時に、国

立病院機構熊本医療センターは快く パックアップし

て下さいます。頭、の下がる思いであり、開業医には

本当に心強い味方です。

今後はいろいろとお世話になるばかりではなく、

少しでもお力になれることがあれば、微力ながらお

手伝いさせて頂ければと思っております。

国立病院機構熊本医療センタ ーの今後ますますの

ご発展をお祈り申し上げます。

症例呈示と病院からのお知らせ等を行い、特別講演に

は、厚生労働省医政局総務課保健医療技術調整官の佐々

木孝治先生にお願L、するこ とになりました。多数の先

生方、スタッフの皆様にご参加し、ただきますようにお

願し、申し上げます。 （副院長野村一俊）

熊本市医師会長福島敬祐先生のご挨拶
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外科・整形外科

19番受付
外来クラークと
看護師

一般外科では、消化管、肝胆牌の癌などの消化器疾患

を中心に、肺、甲状腺や乳腺疾患、下肢静脈層、ヘルニ

アなども含めた広い領域での診療を行っています。

当院の特徴として、断らない救急医療を提供しており、

多くの救急症例にも対応しています。

手術の傷を小さくして、患者さまの負担を少なくする

ための鏡視下手術を、適応症例に対して積極的に導入し

行っています。胸腔鏡手術及び腹腔鏡手術ともに経験あ

る医師が中心となり、安全性確保につとめています。

当科では、患者さまのQOLを常に念頭に置き、患者さ

まの状態に応じて、手術、内視鏡治療、化学療法（抗が

ん剤治療）、放射線療法などを組み合わせた集学的治療を

行っています。

医療スタッフは、患者さまとご家族に優しい医療を心

がけ、がんの治療と並行して、さまざまなつらさと苦痛

を和らげる、緩和ケアにも力をそそいでいます。

これからも、最善のチーム医療でホスピタリティの精

神をもって、患者さまへ安全で安心な医療を提供してま

いります。 （外科外来看護師松野 貴子）

野村医師
（外来診察室にて）

処置中の前田医師

整形外科外来スタッフ

外来診察中の片淵医師（左）、芳賀医師（右）

外科外来スタッフ

整形外科は脊椎外科 ・関節外科 ・外傷外科の手術療法

を中心に診療を行な っており ます。

救急症例の増加と共に、骨折患者が急増し、救急外来

との連携も必須となっています。

整形外科手術件数の約半数を骨折が占め、その他膝疾

患、脊椎疾患、股関節疾患、肩関節疾患等となっており、

術後リハビリを要する多くの症例は、リハビリ施設への

転院治療をお願いし連携医療に努めています。

外来では、関節穿刺 ・関節注射 ・ギブス処置、装具の

作製等を行い、手術予定の患者様は入院日数短縮のため

に外来にて術前検査を行い、手術前日の入院を案内して

おります。局所麻酔で可能な症例については、外来での

日帰り手術も行っております。野村副院長先生をはじめ、

整形外科医6名、医療秘書2名、と共に診療にあたって

おり、配属看護師は l名の為、病棟からの協力で外来患

者様に安全で質の高い看護を目指し診療介助を行なって

います。どうぞよろしくお願いします。

（整形外科外来看護師緒方秀子）
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腎 臓 内 科
' ー‘ー－ー－コ_, 

部長

富田 正郎
各種血液浄化・ 急性腎不全
慢性腎臓病（CKD) 

日本内科学会指導医
日本内科学会総合内科専門医
日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医・指導医
日本高血圧学会指導医
熊本大学医学部臨床教授

医師

梶原 健吾

腎臓内科（血尿・蛋白尿・腎炎・
ネフローゼ・ 腎不全・慢性腎臓病
(CKD)) 

／ - J、日本内科学会認定医・指導医
日本腎臓学会専門医
日本透析医学会専門医
日本高血圧学会指導医

診療内容と特色

当院が精神神経科を含めたすべての診療科を備えて

いる救急病院のため、あらゆる合併症を持つ透析患者

の急患を常時受け入れています。緊急を要する症例に

ついてはオンコ ール制をとっており、緊急透析業務は

365日、 24時間体制で対応しております。急性腎炎、

慢性腎炎、ネフロ ーゼ症候群、急速進行性腎炎症候群、

急性腎不全、保存期慢性腎不全に対しでも迅速な対応

が可能です。腎生検検査も原則として 3日間入院のみ

で検査可能です。

日本腎臓学会研修施設、日本透析医学会の認定施設。

診療実績

平成23年度

【透析】

血液透析

新規導入透析患者数

急性腎不全透析患者数

【その他の血液浄化】

持続的血液J慮過透析（CHDF)

5,166件

85名

19名

197回
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医師

坂梨 綾

腎臓内科（血尿 ・蛋白尿 ・腎炎 ・

ネフローゼ・腎不全 ・慢性腎臓病
(CKD)) 
血液浄化・シャント管理・腹膜透析

日本内科学会認定内科医

医師

中川輝政

腎臓内科 ・血液浄化
腹膜透析・ シャント管理

日本内科学会認定内科医

エンドトキシン吸着

白血球除去療法

頼粒球除去療法

単純血しょう交換

二重漉過血しょう交換

活性炭吸着

27回

6回

20回

10回

7回

4回

C型肝炎ウイルス除去 20回

【手術件数】 174例

透析用シャン卜作成術、同結主主術、上腕動脈表

在化、 CAPDカテーテル挿入術、同除去術、同

出口部変更術、同出口部作成討す含む

【血液造影件数】 157例

【腎生検】 33例

研究実績

CKDステージ4(G4）の症例の尿酸値を積極的に下

げるべきか否かを現在無作為割付前向き研究しており

ますO

今後の百標

新病院では透析病床は大幅に増床 (10床→20床）さ

れ、 CAPD室も確保され、一層の機能充実が図られて

おります。腎臓病を通じて熊本地区の地域医療にさら

に貢献してゆきたいと存じます。 CKD（慢性腎臓病）

対策においても専門医の立場から積極的に取り組み、

透析導入になる患者様が l人でも減るように努力して

参ります。また、腹膜透析にも力を入れ、 「PDファ ー

ス卜」とい う、最も長命が期待できる治療戦略を取り

入れております。すなわち、透析が必要な状態になっ

た場合に、初めから血液透析を行うのではなくて、腹

膜透析を先に行った後5年経過したら血液透析にスイッ

チする、という方法で、御自身の残腎機能が減りにく

い（つまり、透析になっても尿量が減りにくしつとい

う特徴があります。
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国立病院機構熊本医療センター医学会開催のご案内

医療従事者であれば、どなたでもご参加できます。皆様のお越しをお待ちしております。

開会の辞

一般演題I「内科系」

平成25年 1月19日（土）

河野文夫（国立病院機構熊本医療センタ一院長）

座長：村尾 哲哉 （国立病院機構熊本医療センター消化器内科医長）

酒谷 紀子 （国立病院機構熊本医療センター看護師長）

I 1 アルコールが原因と考えられた低血糖の一例

糖尿病・内分泌内科 内原智幸 橋本章子信岡謙太郎 豊永哲至 東輝一朗

I 2 脳卒中における急性期病院聞の医療連携－Drip& Ship方式一

神経内科 小阪崇幸 米持康寛幸崎弥之助田北智裕俵 哲

熊本大学医学部附属病院神経内科中西俊人 渡遺聖樹安東由喜雄

I 3 過去5年間の魚骨誤飲症例21例の検討

消化器内科 矢野ともみ尾上公浩古閑睦夫 田島知明小林起秋村尾哲哉

中田成紀杉和洋

I-4 高齢女性に発症した急性発症自己免疫性肝炎の一例

消化器内科 村尾哲哉

I-5 腎生検蛍光抗体法で、Clq陽s性の血尿・蛋白尿を呈する56歳男性の 1例

腎臓内科 松永愛子 中川輝政坂梨綾梶原健吾富田正郎

熊本大学大学院生命科学研究部腎臓内科井上秀樹

仁誠会クリ ニック光の森 江田幸政

I -6 へリ搬送により救命できたST上昇型急性心筋梗塞の 2例

循環器内科 石田俊史 藤本和輝宮尾雄治古賀英信本多剛石井正将

一般演題E 「外科系」 座長 ：近藤 晶子 （国立病院機構熊本医療センタ一眼科部長）

田中富美子 （国立病院機構熊本医療センタ一地域医療連携係長）

II 1 腸管損傷を来した胃痩トラブルの2例

外科 久木山直貴 木下浩一 山口充 冨口麻衣 泉 大輔 冨樫陽彦

森田圭介松本克孝多森靖洋 宮成信友 芳賀克夫片側茂

II 2 急性期に自然退縮するAcuteSubdural Hematomaの検討

脳神経外科 藤本健二吉里公夫大塚忠弘

II 3 大腿骨転子部骨折治療後のラグスクリュー挿入角度のレントゲン評価方法について

整形外科 福田雅俊福元哲也 松下任彦中馬東彦前田智橋本伸朗

野村一俊

( 5 ) 
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II -4 国立病院機構平成18年度EBM研究

「重症梶磨 cm度以上）に対する局所治療・ケアの適切性に関する研究」の結果報告
形成外科 大島秀男東野哲志万江由希子

東京大学大学院医学系研究科健康科学 長瀬 敬 l 真田弘美2

看護学専攻老年看護学l特任講師1教授

II 5 ゾレドロネート投与予定患者の口腔内スクリーニング検査の現状

一当科におけるBP製剤関連顎骨壊死予防への取り組み

歯科口腔外科 田中河子上回大介豊部大輔河野通直片岡奈々美中島健

II 6 電子“麻酔カルテシステム”が医療の質に及ぼす影響について

麻酔科 瀧賢一郎古庄千代宮崎直樹小林加織諸家直子江崎公明

同科 非常勤 笹岡由香里前田亜佐子小寺厚志

一般演題E 「事務・コメデ‘イカル」 座長：織田 政継（国立病院機構熊本医療センター経営企画室長）
11 : 10～12 : 10 香月 耕多（国立病院機構熊本医療センター主任臨床検査技師）

m-1 下水道料金の計算方法を知っていますか？ 下水道メーター設置による料金削減効果の検証一

事務部企画課契約係 吉岡幸宏 末次剛輝白川大松永彩香佐藤孝一

ill-2 MSW病棟担当制の取り組み

地域医療連携室 中村珠荊西迫はづき 木下良子荒木陽子 三浦由江田中富美子

ill-3 当院における肺動静脈分離撮影プロトコルの検討

画像診断センター診療放射科 泉 登久北口貴教森田伸二 山本静成

ill 4 救急搬送された患者で抗Rh29を保有していた症例

臨床検査科 下川里美林秀幸永田雅博橋本龍之鶴田敏久

ill-5 当院におけるLBC法導入の試みと各種材料での細胞像の比較

臨床検査科 船瀬将一 染矢賢俊中島一樹

病理診断科 成毛有紀村山寿彦

ill 6 当院における持続緩除式血液癒過器の選択の検討

臨床工学技土 佐藤明哉竹本勇介川内直

腎臓内科 富田正郎

昼食（12: 10～13 : 10) 

一般演題町「看護・薬剤」 座長：真鍋 健一 （国立病院機構熊本医療センター薬剤科長）

徳永 雄規 （国立病院機構熊本医療センター医療安全管理係長）

町一1 救命救急センターにおける経腸栄養と下痢の関連性

看護部救命救急センター 森山由佳利緒方早織大津美香落合ひろみ森田恵

C 6) 
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町一2 婦人科手術における術中保温の取り組み～砕石位用アンダーブランケットの使用を試みて～

看護部手術室 上田亜美 西祐紀乃清田喜代美

町－ 3 心筋梗塞患者への集団指導の有効性

看護部6北病棟 川原由依 松本将太 川上涼香木下宜子 渓崎美紀子城 雪子

町一4 A病院に勤務する看護師の職務満足度の実態

看護部 清田峰子 有馬京子森田恵高尾珠江福本佐百合山口チハル

猿渡恵美子石橋富貴子 石橋薫

町 5 看護学校と臨床のユニフィケーションによる看護観カンファレンスの効果

付属看護学校

看護部7東病棟

石原史絵竹下弘子岸田佐智子

渡遺香織

町一6 簡易懸濁法の適合性に関する検討及び運営の現状

薬剤科 藤野祥橋本崇広永野真久高田正温井上大奨平木洋一

真鍋健一

町一 7 iPadを利用したCRC業務効率化の検討

治験センタ 一 山下克也林淳一郎奥山由佳子 市下由美吉井薫 宮本美穂

正代敦子

一般演題V 「救急・その他I」 座長：慶田 昌彦（熊本市医師会地域医療センタ一院長）
14: 25～15: 15 松本 深雪（国立病院機構熊本医療センター看護師長）

V-1 特発性脊髄腔内出血により四肢麻療を来した一例

救命救急部 鬼塚悠里 江良正狩野E平 山田周北田真己樫井聖大

原田正公 木村文彦 高橋毅

V 2 レンサ球菌性トキシックショック症候群を来した一例

小児科 持永将恵 山田崇裕日高優子森永信吾 高木一孝

V 3 救急外来受診記録からみた自殺既遂症例の臨床的特徴 （当院における2009年・ 2010年調査）

精神科 吉田膚子 橋本聡宮川雄介 松田倫子小田篤介 山下建昭

渡遺健次郎

救急科 江良正狩野E平 山田 周北田真己棲井聖大橋本聡

橋本章子 原田正公高橋毅

V-4 リンパ管型スポロトリコーシスの1例

皮膚科 牧野公治緒方亜紀中村香代 工藤恵理奈

臨床検査科 香月耕多

V-5 子宮留膿腫穿孔による汎発性腹膜炎の4症例の検討

産婦人科 西村弘高木みか永井隆司 三森寛幸

V-6 当院における廃用症候群の現状

リハ ビリ テーション科 西崎武文坂本浩樹村上寿一 柴彩人田所広太和田真美

西山真倫子

( 7) 
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一般演題VI「救急・その他E」 座長：米満弘一郎（熊本機能病院理事長）
15 : 20～16 : 10 田代 博崇 （国立病院機構熊本医療センター主任臨床工学技師）

VI 1 肺動脈血栓症により播種性血管内凝固症候群をきたした一例

血液内科 本郷貴大日高道弘井上佳子清川哲志河野文夫

心臓血管外科 岡本実

まつばせ児嶋クリ ニック

VI-2 ボイスプロテーゼの使用経験

耳鼻咽喉科

児嶋真治

上村尚樹

VI-3 精神疾患を有する患者の両眼自傷の 2例

眼科 平島みほ筒井順一郎近藤晶子

熊本赤十字病院眼科 青木浩則

VI 4 CTで診断に至った尿管坐骨ヘルニアの一例

放射線科 柏木寧岩下孝弥徳永郁香根岸孝典冨高悦司伊藤加奈子

浅尾千秋吉松俊治

VI-5 尿道留置カテーテル尿管内迷入の2例

泌尿器科 山本泰弘脊川卓也岩下仁瀬下博志陣内良映土岐直｜盗

菊川浩明

VI-6 NIS遺伝子異常症（ヨード濃縮障害）患者における母乳中のヨード濃度を測定しえた一例

田尻クリニック 深田修司 中武伸元田尻淳一

黒田くみ子上天草総合病院産婦人科

総評・閉会の辞 野村 一俊（国立病院機構熊熊本医療センター副院長）

16 : 10～ 16 : 20 

費i＠周一軒察軍地域運動をb湾）める会j
この度、第5回肝疾患地域連携を深める会を下記の要綱にて開催したいと存じます。

何かとご多忙中とは思いますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようお願L、申し上げます。

【一般講演】 座長：新町いえむらクリニック 院長

「当院における急性型自己免疫性肝炎」

国立病院機構熊本医療センター消化器内科

「侮りがたし、脂肪肝 NASH • NAFLDの臨床」
国立病院機構熊本医療センター消化器内科部長

家村昭日朗先生

前田 詠理

杉 和洋

【特別講演】 座長：国立病院機構熊本医療センタ ー消化器内科部長 杉 和洋

「B型およびC型肝炎の病態と治療の進歩」
久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門講師 井出達也先生

日時 ：平成25年 2月14日（木） 19 : 00～20 : 45 

場所 ：ホテルニューオータニ熊本 2 F『おしどり』

干8600047 熊本市西区春日1-13-1 TEL 096-326-1111 

l.. 〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター消化器内科部長杉和洋 TEL: 096-353-6501 （代表） FAX : 096-325-2519 

( 8) 
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－ 
10月から約2ヶ月間、国立病院機構専修医海外留学

プログラムにてロサンゼルスで研修させて頂きました。

NHOと米国退役軍人健康省との提携により米国にて

実際の臨床現場を見学することができるプログラムで、

今回私はVeteransHealth Administration Greater 

Los Angeles Healthcare System (VA）の他、UCLA、

USC Keck Medical Cent巴r-.Los Angeles County 

Medical Center (LAC+ USC）で一般外科、胸部外

科、救急 ・外傷外科、感染症科を見学させて頂きまし

た。米国の外科の朝は非常に早く、学生や研修医は 5

時台に、レジデン卜も 6時には来てカンファレンスや

回診を行li~ 7時半には手術室に入室します。その分

6～7時くらいには帰宅して勉強したり趣味をしたり

することができ、時間を有効に使っているイメ ージで

した。学生や研修医の意識は高く 、常にEBMを意識

USC外科の先生方と歓送迎会

「多くの患者さんへ癒しの時聞を提供したい。患者

さん同士の分かち合いや癒しの場としてのがんサロン

のことも知ってもらいたい」とのがんサロン参加者か

らの一声より、12月7日（金） 二の丸がんサロンにお
いてボランティアさんによるトーンチャイム クリス

マスコンサー卜が開催されました。

した診療に関する知識をアップデー卜していて、 恥ず

かしながら私も分からないような質問にどんどん答え

ていました。また腫虜外科の手術を見学していて日本

の腫場外科のレベルの高さを感じると共に、 Level1 

Trauma Centerで・あるLAC+USCの救急外来・手術

室を見学して、救急 ・外傷に関するシステム、Decision

Makingや手術ではまだまだ日本は後進国であるとい

う認識に至りました。バックグラウンドや医療システ

ムが違うので、これはいい ！と思ったことをそのまま

日本に適応することはできないと思いますが、異国の

医療を目の当たりにし、自分の視野を広げることがで

きたと思います。今後の自らの診療の糧としつつ、病

院に還元していきたいです。不在中はたくさんの先生

方やスタッフのみなさんに御迷惑をおかけしました。

このような機会を与えて頂き本当にありがとうござい

ました。 （外科泉大輔）

トー ンチャイムはアメリカで｛乍られたリハビリ用の 美齢重の方々の演奏の様子

楽器で癒し系の優しい音色が奏でられます。

演奏ボランティアでお越し頂いた 「美齢重（ミレージュ）」様は10年前から病院や施設など多岐にわた って演奏

ボランティア活動をされており、多くの方々へ心に響く演奏を提供されています。今回はたくさんのクリスマス ソ

ングを演奏していただき、合聞には参加者の方に楽器を触れても らったり、演奏に合わせて歌ったりなど盛りだく

さんのプログラムでした。参加者の方からも 「治療がつらかったけど、演奏を聴いて元気が出たJ「きれいな音で

心に響いた」などの感想をいただきました。

二の丸がんサロンは開設から l年 9ヶ月経ち、交流会を中心にこのように患者さん ・患者ご家族の方々の癒しの

場・交流の場として月 l回第 l金曜日に開催されています。多数の方のご参加をお待ちしております。

C 9) 
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12月4日～7日の 4日問、南カリフォルニア大学病

院副院長、ジェフリ ー・へーゲン先生を熊本にお迎え

し、様々な研修会が行われました。私たち研修医は、

英語での症例発表、回診でのプレゼンテーション、腸

管吻合、交流会と非常に内容の濃く勉強

になる 4日聞を過ごすことができました。

私は、腹部外傷の中でも非常に珍しい

「腹部鈍的外傷による胆嚢単独損傷」の

症例を発表させていただきました。へー

ゲン先生はアメリカでは銃創による胆嚢

損傷は経験したことがあるが、鈍的外傷

による胆嚢単独損傷は非常にまれである

とおっしゃっていました。アメリカと日

本の環境の違いを改めて感じた瞬間でし

た。また、アメリカでの外傷初期診療の

歴史や手術ロボットであるダヴインチ

量

についての講義も非常に興味深いものでした。日本の

医療だけでなく、世界の医療に目を向ける医師になれ

るよう、これから日々励んでいきたいと思います。

C 1年次研修医本郷貴大）
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こんにちは、 l年次研修医の前田詠理と申しますO

4月より研修が始まり、はや 8カ月が経ちました。私

は呼吸器内科、救命救急部、消化器内科、 外科をそれ

ぞれ2カ月ずつローテー卜し、11月末より循環器内科

を回ります。研修医になって半年問、自分の至らない

部分に気づかされ反省の毎日ですが、それでも半年前

と比べて変わったのではないかと思うこともあります。

普段は回っている科のDutyをこ なしているだけで気

が付いたら 1日が終わっていることもありますが、例

えば救急、外来での当直時、患者さんを診て自分で検査

を考え方針を考えるのは、半年前よりスムーズになっ

へーゲン先生との記念撮影

たのではなし、かと思います。最初の頃は患者さんやご

家族とお話しすることにも緊張したり、診たことのな

い疾患をどういった流れで対応していくのかも分かり

ませんでした。そういったとき、もちろん夜勤が一緒

の指導医の先生方や看護師さん方にも教わりましたが、

やはり一番身近で頼りになったのは 2年次研修医の先

生方でした。 1年間の経験がこうも違うのかと（それ

だけではないでしょうけれど）思うほどしっかりと医

師として診療されており、自分の対応の反省と励みに

なっています。また、救急、外来で出会った疾患を後で

ゆっくりフィ ードパ y クし、「あーしまった」と反省

することも大切なことです。ともすれば日々の診療科

の勉強だけで手いっぱいになってしまいがちですので、

救急外来は自分の勉強のモチベーションをあげる意味

でも大変勉強になります。

これから回る循環器内科でも手技や薬剤など分から

ないことだらけで、楽しみと同時に大きな不安もあり

ます。研修期間中に、医師としての土台が築けるよう

日々勉強していきますので、今後ともご指導よろしく

お願いいたします。

C 10) 
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－ • 研修のご案内． ． 
［第136回三木会（無半ヰ
（糖原病、高脂血症、高血圧を語る会）
［日本医師会生涯教育講座 1.5単位認定］
［日本語尿病車養指導士認定更新のための研信単位く2群＞0.5単位認定］

日時砂平成25年 1月17日（木）1 g・00～20・45

場所砂国立病院機構熊本医療センター研修室2

1. 「血中TG高値（2000mg/dl）および肥満を伴った 2型糖尿病の一例」

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌内科

久木山直貴、内原智幸、信岡謙太郎、橋本章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2. 「意識障害で救急搬送され、著名な低血糖（<4mg/dl）および乳酸アシドーシス指摘された糖尿病治療薬が投

与されていない一例」

一168回月唯云＼ 1ffi' '1'1' ) 
（内科症例検討会）

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌内科

内原智幸、久木山直貴、信岡謙太郎、 橋本章子、高橋毅、 豊永哲至、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がζざいましたら、お持ちいただきますようお願L、致します。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センター内科部長東輝一朗 TEL 096 353 6501 （代表）内線5705

・・・~・閉・E曹洞町冒冒沼田
日時砂平成25年 1月21日（月）19・00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

1.胸部レン トゲン読影

2.持ち込み症例の検討

3.症例検討「血栓症による慢性DIC」 国立病院機構熊本医療センター血液内科

4. ミニレクチャー 「CKDと尿酸」 国立病院機構熊本医療センター腎臓内科

本郷 貴大

梶原健吾

日頃、疑問の症例、興味のある症例、 X線、心電図、その他がございましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL: 096-353-6501 （代表）FAX: 096-325-2519 

l第1阻総合症例検討会（CPC) I 
旧本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ ｜ 

日時砂平成25年 1月23日（水）19 : 00～20 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ地域医療研修センター

テーマ ： 『前立腺癌治療中の呼吸困難』 (70歳代 男性〕

臨床担当）国立病院機構熊本医療センター呼吸器内科 山根 宏美

病理担当） 国立病院機構熊本医療センタ一臨床研究部病理研究室長 村山 寿彦

「前立腺癌の骨転移のある男性で薬剤治療と放射線治療を行っていた。咳激、労作時呼吸困難と胸部異常陰影にて

紹介入院となった。」

＊臨床経過の詳細な検討と鑑別診断を行います。最後に病理よ りマクロ、ミ クロの所見と剖検診断が解説されます。

通常のレクチャ ー （解説）の前に、馴染みの少ない疾患、病態は、その分野に関するミ ニレクチャーを予定してお

ります。基本的知識を学んだ後で活発なディスカッションをお願L、致します。どなたもお気軽にご参加下さい。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL 096 353 6501 （代表）内線2630096 353 3515 C直通）

｜第28白症状疾患Bルズ（鍋）｜
［日本医師会生涯教育講座2.5単位認定］

日時砂平成25年 1月26日（土）15・00～17: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

座長：悠紀会病院院長 紫藤忠博先生

演題： 「敗血症とDIC」

1.敗血症の病態と治療について 国立病院機構熊本医療センター救急科医長 原田正公

2.敗血症DICの病態と治療について 国立病院機構熊本医療センター救急科 棲井聖大

3.症例呈示 国立病院機構熊本医療センター救急科 山田周

4.今後の敗血症治療薬の開発状況について 国立病院機構熊本医療センター救急科 北田真己

この講座は有料で、年間10回を lシリーズ（年会費10,000円）として会費制で運営しています。但し、1回だけ

の参加を希望される場合は l回会費2,000円で参加いただけます。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センタ一 地域医療研修センタ一事務局

TEL 096-353 6501 （代表）内線2630 096 353 3515 （直通） FAX 096-352 5025 （直通）
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研修旦l坦憂
1月 研修センターホール 研 修 室 そ の 他

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

4日 掛 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 子
8日O～ 9:00 消化背骨術研究会 Cl 

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6# 

7日 （月｝
8:CO～ 8:30 MGH！花例検討会 Cl 

16:00～18:00 泌以術科病棟カンファレンス 5西

17:00～18:00 小児14カンファレンス 6西

7:45～ 8:15 外科術後使例検討会 6東

8日 ω
15:00～16:30 巾Ii夜病懇話会 C 2 

15:00～17:30 外科術削症例険討会 C 1 

19:00～21:00 泌尿総料 ・欣射線科合同ウログラム Cl 

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
9目 。拘 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 

17:30～19:00 消化指疾忠カンファレンス C 1 

7 30～8 15 の丸モ一二yグセ 、ナー 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

「皮仰の危機包P!U 7:50～ 9:00 整形外科恒例検討会 CI 

10日 同 同ff.病院機憐熊本医療セ／タ 皮！荷科医長牧野公治 17:00～19:00 循環日日カンファレンス 6 Jt 

17:30～19:0l 超音波カンファレンス t向

18:00～l宮co 糖尿病 ・内分泌内科カ／ファレンス C 2 
7:45～ 8・15 外科術後症例検討会 6東

11日 働 8:00～ 8:30 麻酔料症例検討会 子
8:00～ 9:01 消化出病研究会 C 1 

12日 出 16 Oil～18 00 熊本地IX.舷医学校術懇話会 （研2)

19 30～20 30第26回熊本摂食・哩下リハビリテーンヨンセ ζナー 7:45～ 8:15 外科術後痕例検討会 6東

15日 ω 「瞳 F障害の歯科的治療J 15:00～16:31 1(11波柄懇話会 C 2 

くまもとi品石柄院脳科部長 Iii上剛百l 15:00～19:Cl 外科術前症例検討会 C 1 

13: 00～17・15 平底24年度 院内車車封軍研棒金 （目立病院檀構） 7:45～ 8:15 外科術後m:例検討会 6東
16日 Q)<) （第1日目） 17:00～18:30 1(11波形態カ yファレンス C 2 

17:30～！9:C1 消化球広忠カンファレンス C 1 

7 30～8 15二の丸モーニングセミナー 19: 00～20: 45 第136回三木会 （研 2) 7:45～ 8:15 外科術後拍例検討会 6味｛

「病理から臨床へのフィ トパ yク」 （糧尿病、脂質異常症、高血庄を語る会） 7:50～ 9:CJ 新形外科症例検討会 CI 

17日嗣 国立病段階情熊本医療センター病問診断科医長 村山 寿彦 ［日本医師会生涯教 育講座 1.5単位包 定］ 17:00～19:C:l 循f車協力ンファレンス 6 .It 

9 : 00～17: 15 平成24年度院内甚量封軍研障会 （国立病院揖構） ［日；車種犀覇軍聾指導士官宜更新のための研棒単位＜2群＞0.5単位田定］ 17:30～19:00 超音波カンフヲレンス

（第2日目） 18:00～19:CJ 糖l,ii術 ・内分泌内科カンファレンス C 2 

9 : 00～17: 15 平成24年度院内甚染対置研惇金 （目立病院揖構） 15 30～16 45 肝臓病教寺 （研 2) 7:45～ 8:15 外科術後杭例検討会 6東

18日幽 （第3日目） 「肝かんについてJ 8:1町～ 8:30 麻n干料定例検討会 τ一
8:00～ 9:00 ii'i化日詩的研究会 CI 

19日 出 8 : 30～17・30 軍18回国立病院機構熊本医聾センター医学会

19・∞～20・3日第168四月曜会 （内科症例検討会） 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

21日 明）
［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ 8:CO～ 8:31 MGH症例検a吋会 Cl 

16:00～18:CJ 泌尿山科病械カンファレンス 51叫

17:00～18:00 小児科カノファレンス 6州

18 31～20 印刷液研究班Ji例会 19 on～21 00 小児科火曜会（附 1) 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6!!! 
22日 ω 15:00～16:30 1削減病恕話会 C 2 

15:00～19:00 外科術n,J症例検討会 C 1 

19: 00～20: 30 第109回総合症例検討会 （CPC) 7:45～ 8:15 外科術i査定例険討会 6 骨！

23日 制 ［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ 17:00～18:30 印，直形態カンファレノス C 2 
17:30～19:00 消化，Wt止Iカンファレンス CI 

7 m～8 15 のまLモーニングセミナー 7:45～ 8:15 外科術後品例検討会 6東

「DIC治療の実際」 7印～ 9:00 桜）日外科症例検討会 Cl 
24日 附 国立病院機構熊本医療センタ 1111，庄内科医長 原出奈f恵子 17:00～19:00 循民総カンファレンス 6 .It 

18 3〕～20 00日本臨床細胞学会%本県支部研修会 17:30～19:0口組吉波カンファレ／ス t白

18:00～19:00 I'M病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 

7:45～ 8:15 外科術後冊例検，it会 6# 
25日 樹 8印］～ 8:30 麻酔料杭例検討会 r 

8:00～ 9:00 消化球病研究会 C 1 

9 CJ～12 00 楽しく学ぶは礎6謹研修
15 00～17・30 第28回症状 ・疾患別シリーズ

［日本医師会生涯教育講座2.5単位偲定］

座長悠紀会病院院長 紫藤忠博

「敗血症とDICJ

1 敗血症の病態と治療について

26日 比j 国立病院機構熊本医療センター救急科医長原因 正公

2 敗血症性DICの病態と治療について

国立病院機構熊本医療センタ 救急科 棲井聖大

3.症例呈示

国立病院機構熊本医療センター救急科 山困 周

4. 今後の敗血症治療薬の開発状況について

目立病院機構熊本医療センター救急科 北国 真己

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6司i

28日 （月）
8:CO～ 8:31 MGH症例検討会 C 1 

16:00～18:00 泌f,ii術科柄棟カンファレンス 5i珂
17:00～18:00 小児科カン 7T レンス 6<"a 

7:45～ B 15 外科術後Ii：例検討会 6東
29日 ω 15:00～16:30 lflli由柄l!Uf；会 C 2 

15:00～19:00 外科術刑症例検討会 C 1 

18: 00～19: 30 第78回国立病院機構熊本医療センター 7:45～ 8:15 外科術後拍τ例険討会 6東
30日 血判 ヲリテイカルパス研究会 （公開） 17:00～18：，〕 1111，世形態カンファレンス C 2 

17:30～19:00 消化総侠出カンファレンス C 1 

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

7:50～ 9 00 鞍形外科症例検討会 CI 

31日嗣 17:00～19:0日 循l',.l,：；カンファレンス 6 .It 

17:30～19：日日 超音技力ンファレノス ill 

18:00～19:00 棺以病・内分泌内科カンファレンス C 2 

研 1～ 3 2階研修室 l～ 3 C1 ・2 3階カンファレンスルーム 1・2 5西 5階西病棟 6東 6階東病棟 6西 8階西病陳 6北 6階北病棟 消 消化器病センタ 一読影室 手 手術室

※二 の丸モ ニンクセミ ナ につきまして、詳細はホ ー ムページ （http://www.nhokumarnoto.jp/index.htrnl) をご参脳くださ L、
問い合わせ先 干8600008 熊本市中央区二の丸 l番5号国立病院機憐能本医療センタ－ 2階地域医療研修セ yター TEL096 353 6501 （代）内線2630 096-353-3515 （直通）
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